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１．有機化合物とは 
 炭素原子を骨格とし、他に水素・酸素・窒素・塩素・硫黄・リンなどから構成される分子      

のことである。炭素原子は互いに共有結合をして、次々につながり鎖状や環状の構造をしている。 

 

 特に、炭素と水素から成る有機化合物を炭化水素という。 
  ※ＣＯ２など水素を含まないものは無機物質に分類 

 

２．炭化水素の分類 
 

（１）骨格による分類 
                飽和化合物 ････ 単結合のみの化合物 

         鎖式化合物 

  有機化合物         不飽和化合物 ････ 二重・三重結合をもつ化合物 

                脂環式化合物 

         環式化合物 

                芳香族化合物 ････ ベンゼン環を有する 

 

 

         単結合                  二重結合 三重結合 

 

 

鎖状 

環状 

飽和 

不飽和 
一般名 一般式 例 

メタン ＣＨ４

 ・正四面体構造 

エタン Ｃ２Ｈ６

プロパン Ｃ３Ｈ８

ブタン Ｃ４Ｈ１０

飽和 

アルカン 
 

すべて単結合

のみ 

ＣｎＨ２ｎ＋２

ペンタン Ｃ５Ｈ１２

エチレン Ｃ２Ｈ４（ＣＨ２＝ＣＨ２）
 ・平面構造 

プロペン Ｃ３Ｈ６

アルケン 
 

二重結合を１

個もつ 

ＣｎＨ２ｎ

ブテン  Ｃ４Ｈ８

鎖状 

不飽和 

アルキン 
三重結合を１

個もつ 
ＣｎＨ２ｎ－２

アセチレン Ｃ２Ｈ２（ＣＨ≡ＣＨ）
 ・直線構造 

飽和 シクロアルカン ＣｎＨ２ｎ
シクロヘキサン Ｃ６Ｈ１２

シクロアルケン 

脂

肪

族

ＣｎＨ２ｎ－２
シクロヘキセン Ｃ６Ｈ１０環状 

不飽和 
芳香族  

ベンゼン Ｃ６Ｈ６ 

 ・平面構造 

-C- -C＝ -C≡
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  ※アルカンから一つＨが取れた原子団をアルキル基といい、Ｒ－で表す。 

 

  メチル基 ＣＨ３－   エチル基 Ｃ２Ｈ５－     プロピル基 Ｃ３Ｈ７－ 
 

（２）アルカンの性質 
 

◆メタン（ＣＨ４）の実験室的製法 

 無水酢酸ナトリウムにソーダ石灰を加えて加熱する。 

  

ＣＨ３ＣＯＯＮａ ＋ ＮａＯＨ 
                 加熱 

        → ＣＨ４↑ ＋ Ｎａ２ＣＯ３

酢酸ナトリウム無水塩

ソーダ石灰

メタン

 

 

◆置換反応 

 メタンに光を当てればハロゲンが置換する。 

 

  ＣＨ４ → ＣＨ３Ｃｌ → ＣＨ２Ｃｌ２  → ＣＨＣｌ３  → ＣＣｌ４
  メタン   クロロメタン   ジクロロメタン  トリクロロメタン テトラクロロメタン 

        （塩化メチル） （塩化メチレン）  （クロロホルム）  （四塩化炭素） 

 

（３）アルケン・アルキンの性質 
 

◆エチレン（Ｃ２Ｈ４）の実験室的製法 

 エタノールに濃硫酸を加え 160～170℃で加熱する。 

  

Ｃ２Ｈ５ＯＨ            Ｃ２Ｈ４↑ ＋ Ｈ２Ｏ 
Ｈ２ＳＯ４ 

170℃ 
 

 

 

                             ［性質］ 

 

                               ① 果実を熟す 

                               ② 平面構造 

                               ③ 付加反応 

エタノール ＋
濃硫酸｛

エチレン

 

 

 

 

 

◆アセチレン（Ｃ２Ｈ２）の実験室的製法 

  炭化カルシウム（カーバイド）に水を作用する。 

 

  ＣａＣ２ ＋ ２Ｈ２Ｏ → Ｃａ（ＯＨ）２ ＋ Ｃ２Ｈ２
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（４）不飽和度を求める 

炭素原子の数がn 個の炭化水素の場合、結合できる水素原子の最大数は２n＋２個である。 

 

数の接頭語 
１ モノ 
２ ジ 
３ トリ 
４ テトラ 
５ ペンタ 
６ ヘキサ 
７ ヘプタ 

◆ＣｎＨ２ｎ＋２に対して、Ｈが２個少ない場合 

 

       【二重結合１個】または【環状１個】もつ構造！ 

 

◆ＣｎＨ２ｎ＋２に対して、Ｈが４個少ない場合 

 

       【二重結合が２個】か【環状２個】か【三重結合が１個】か 

       【二重結合１個の環状１個】もつ構造！ 

 

 

（５）立体構造 
 

   【 正四面体構造 】                  【 直線構造 】 

 

H
C

メタン分子

H

H

H

C

H

H

H

H

H

H

C

エタン分子

アセチレン分子

C C HH   

 

 

 

 

 

 

 

 

CC

H

エチレン分子

H

H

H

C

C

C

C

C

C

H

H

HH

HH

ベンゼン分子

   【 平面構造 】   
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（５）官能基による分類 

一般名 官能基 性質 物質例 

アルコール類 

ヒドロキシル基 

－ＯＨ 
 

Ｒ－ＯＨ 

 

 

・中性 

・金属Ｎａで水素発生 

・酸化反応 

・第１級アルコールを酸化すると

アルデヒドになり、さらに酸化す

るとカルボン酸になる。 

・第２級アルコールを酸化すると 

ケトンになる。 

・第３級アルコールは酸化しない。

メチルアルコール 

 ＣＨ３－ＯＨ 

エチルアルコール 

 Ｃ２Ｈ５－ＯＨ 

2-プロピルアルコール 

ＣＨ３ＣＨ２(ＯＨ)ＣＨ３

 

フェノール類 

 

    ＯＨ 
・弱酸性 

・金属Ｎａで水素発生 

・ＦｅＣｌ３水溶液で紫色に 

フェノール 

アルデヒド類 
アルデヒド基 

－ＣＨＯ 

・還元性 

・フェーリング反応 

 （Ｃｕ２Ｏの赤色沈殿を生じる）

・銀鏡反応を示す 

ホルムアルデヒド 

 Ｈ－ＣＨＯ 

アセトアルデヒド 

 ＣＨ３－ＣＨＯ 

プロピルアルデヒド 

 Ｃ２Ｈ５－ＣＨＯ 

カルボン酸 
カルボキシル基 

－ＣＯＯＨ 

・弱酸性 

・中和反応 

・ＮａＨＣＯ３水溶液でＣＯ２発生 

 （弱酸の遊離反応） 

・アルコールとエステル結合 

ギ酸 

 Ｈ－ＣＯＯＨ 

酢酸 

 ＣＨ３－ＣＯＯＨ 

ケトン類 
ケトン基 

＞ＣＯ 

・中性 

・ヨードホルム反応 

  特異臭のヨードホルムＣＨＩ３ 

  を生じる 

アセトン 

ＣＨ３-ＣＯ-ＣＨ３

［製法］ 
 ・酢酸カルシウムの乾留 

 ・2 ﾌﾟﾛﾋﾟﾙｱﾙｺｰﾙの酸化 

エーテル類 －Ｏ－ 
・中性 

・アルコールの分子間脱水 

  （低温脱水 130℃～140℃） 

ジメチルエーテル 

ＣＨ３－Ｏ－ＣＨ３

エステル類 
エステル結合 

－ＣＯＯ－ 

・縮合 

 アルコールのＨとカルボン酸の 

 ＯＨが水として脱水 

ギ酸メチル 

Ｈ－ＣＯＯ－ＣＨ３

 

酢酸エチル 

ＣＨ３－ＣＯＯ－Ｃ２Ｈ５

アミン類 

アミノ基 

 

   ＮＨ２ 

 

・弱塩基 

・ニトロベンゼン－(還元)→ 

          アニリン 

アニリン 

 

   ＮＨ２

ニトロ化合物 

ニトロ基 

 

   ＮＯ２ 

 

・中性 

・ベンゼン－(ニトロ化)→ 

       ニトロベンゼン 

ニトロベンゼン 

 

ＮＯ２
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スルホン酸 

スルホ基 

 

  ＳＯ３Ｈ 
 

・強酸性 

・ベンゼン－(スルホン化)→ 

      ベンゼンスルホン酸 

ベンゼンスルホン酸 

 

ＳＯ３Ｈ 

 

 

（６）アルコールの分類 

   ヒドロキシル基（－ＯＨ）が結合している炭素原子に、炭化水素基（Ｒ）が何個結合して 

   いるかによって第一・二・三級と分類する。 

 

C CC

第一級 アルコール 第二級アル コール 第三級アルコ ール

H

 

ｶﾙﾎﾞｷｼﾙ基 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ◆第１級アルコール       アルデヒド        カルボン酸 
                     還元性を示す          弱酸性 

                      ①フェーリング液の還元     ①中和反応 

                      ②銀鏡反応 

 

  ◆第２級アルコール       ケトン 
                     還元性なし 

 

  ◆第３級アルコール ････酸化しない 

 
  （注）ギ酸（Ｈ－ＣＯＯＨ）の性質 
       構造式 

                      ① 刺激臭をもつ液体 

Ｈ－Ｃ－Ｏ－Ｈ       ② 濃硫酸を加えて加熱すると一酸化炭素を発生する。 

     ∥             ［ ＨＣＯＯＨ →  ＣＯ ＋ Ｈ２Ｏ  ］ 

     Ｏ           ③ アルデヒド基を含み、アルデヒドの還元性を示す。 

 

  ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ基 

 
  （注）ヨードホルム反応 

     ヨウ素の水酸化ナトリウム水溶液と反応して、特異臭の黄色沈殿ＣＨＩ３（ヨードホルム）を生じる。 

ヨードホルム反応を起こす構造 

（  ＲはＨまたは炭化水素基 ） 

ＣＨ３－Ｃ－Ｒ 

     ∥ 

     Ｏ 

ＣＨ３－Ｃ－Ｒ 

｜ 

ＯＨ 

OH R2

H H

R1

R3

R2

R1R1

OH OH

酸 化酸 化 

酸 化 

アセトン ・ アセトアルデヒド・ 
 
エタノール ・ ２-プロパノール 
 
など
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３．有機反応の種類 
 

  ◆単結合、ベンゼン環  ････＞ 置換反応を起こす 

 

  ◆二重結合 －Ｃ＝Ｃ－ ････＞ 付加反応を起こす。臭素水の脱色 

                 １molあたり、１molのＢｒ２と反応する。 

 

  ◆三重結合 －Ｃ≡Ｃ－ ････＞ 付加反応を起こす。臭素水の脱色 

                 １molあたり、２molのＢｒ２と反応する。 

 

（１）置換反応 ･････ 化合物中の原子（原子団）を他の原子（原子団）で置き換える 

    

   例 ： メタンに塩素を反応させる。（Ｈの原子とＣｌ原子が置き換わる．） 

     Ｈ                  Ｈ 

     ｜                  ｜ 

   Ｈ－Ｃ－Ｈ ＋ Ｃｌ－Ｃｌ  →  Ｈ－Ｃ－Ｃｌ ＋ ＨＣｌ 

     ｜                  ｜ 

     Ｈ                  Ｈ 
 

（２）付加反応 ･････ 二重結合（Ｃ＝Ｃ），三重結合（Ｃ≡Ｃ）が開いて、 

他の原子がくっつく。付加反応の逆向きの反応は脱離反応 

    

   例 ： エチレンに塩化水素を反応させる。（Ｃ＝ＣにＨ－Ｃｌが付加する．） 

     Ｈ Ｈ                 Ｈ Ｈ 

     ｜ ｜                 ｜ ｜ 

   Ｈ－Ｃ＝Ｃ－Ｈ ＋ Ｈ－Ｃｌ  →  Ｈ－Ｃ－Ｃ－Ｈ 

                         ｜ ｜ 

                         Ｈ Ｃｌ 

 

   例 ： アルコールの分子内で脱水する．（脱離反応） 

     Ｈ ＯＨ          

     ｜ ｜           

   Ｈ－Ｃ－Ｃ－Ｈ  →   Ｈ－Ｃ＝Ｃ－Ｈ ＋ Ｈ２Ｏ 

     ｜ ｜           ｜ ｜  

     Ｈ Ｈ           Ｈ Ｈ 

 

（３）縮合反応  

分子間から水（Ｈ２Ｏ）が取れる（脱水）ことによって２分子がくっつく． 

 

   例 ： カルボン酸（－ＣＯＯＨ）とアルコール（－ＯＨ）が縮合しエステルになる 

       この逆の反応がエステルの加水分解である． 

 

    カルボン酸       アルコール        エステル       水 

   ＣＨ３－Ｃ－Ｏ－Ｈ ＋ Ｈ－Ｏ－ＣＨ３ → ＣＨ３－Ｃ－Ｏ－ＣＨ３ ＋Ｈ２Ｏ 

       ∥                      ∥ 

       Ｏ                      Ｏ 
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   例 ： ２つのアルコール（－ＯＨ）が縮合しエーテルになる 

      アルコール     アルコール   

     ＣＨ３－Ｏ－Ｈ ＋ Ｈ－Ｏ－ＣＨ３ → ＣＨ３－Ｏ－ＣＨ３ ＋ Ｈ２Ｏ 

 

 

４．構造式の決定 
 

（１） 元素の定量分析（Ｃ，Ｈ，Ｏから成る有機化合物の場合） 

    

   試料（Ｃ，Ｈ，Ｏからなる化合物）を完全燃焼させる。 

試料 ＋ 酸素（Ｏ２）  →  二酸化炭素（ＣＯ２） ＋ 水（Ｈ２Ｏ） 

   炭素原子（Ｃ）→試料をＣｕＯとともに熱してＣＯ２とし、ソーダ石灰に吸収させる。 

   水素原子（Ｈ）→試料をＣｕＯとともに熱してＨ２Ｏとし、ＣａＣｌ２に吸収させる。 

 

（２）組成式の決定 

   試料 Ｗ(g)から、ＣＯ２ がχ(g)，Ｈ２Ｏ がｙ(g)得られたとすると！ 

 

 

乾燥した
酸素

加熱 ・燃焼

試料と酸化銅(Ⅱ) の吸収 の吸収

塩化 カルシウム ソー ダ石灰

吸 引

質量増 加

y(g)
質量増加
χ(g)

酸化銅(Ⅱ)は試料
を完全燃焼さ せる
ために用いる 。

H2O CO2 

 

 

 

 

 

 

 

 

         （注）塩化カルシウム管とソーダ石灰管の順番を逆にすると、ソーダ石灰管に 
Ｈ２ＯとＣＯ２の両方が吸収されてしまうのでダメ。 

 

     Ｃの質量： χ × )(44
)(12

2CO
C

 ＝ A(g)   試料の組成式 ＣαＨβＯγとすると 

     Ｈの質量： ｙ × )(18
)2(2

2OH
H

 ＝ Ｂ(g)      α：β：γ＝
16

:
1

:
12

CBA
 

     Ｏの質量： Ｗ－Ａ－Ｂ ＝ Ｃ(g)         ※最も簡単な整数比にする 

 

（３）分子式・構造式の決定 

   ①中和滴定、気体の状態方程式などから分子量を求める  

→ 分子式＝（組成式の式量）ｎ  ＊ｎは整数 

   ②検出反応等により、官能基の種類を特定し構造式を決定する。 
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５．油 脂 
（１）種類 
  高級脂肪酸（炭素数の多い鎖式のカルボン酸）とグリセリンとの 

トリグリセリド（エステル結合３つ） 
 

        脂肪 ････ 常温で固体、動物性、高級飽和脂肪酸のトリグリセリド 

   油脂                     高級不飽和脂肪酸のトリグリセリド 

 脂肪油（油）････常温で液体、植物性 

                          低級飽和脂肪酸のトリグリセリド 
 

   ※性質 ････ 水に不溶。Ｃ＝Ｃ（二重結合）の数が多いと液体、少ないと固体 

 

（２）構造 
 ｴｽ ﾃ ﾙ 結 合

＋ H2 O

R1 C O O-CH2

R2 CO O-CH

R3 C O O-CH2

R1 - C O O H

R2 - CO O H

R3 - C O O H

H O-CH2

HO-CH

H O-CH2

＋

高級 脂 肪 酸 グ リ セ リ ン 油 脂

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）高級脂肪酸 
示性式 名称 飽和・不飽和  

Ｃ１５Ｈ３１ＣＯＯＨ パルミチン酸 

Ｃ１７Ｈ３５ＣＯＯＨ ステアリン酸 
飽和 

無臭・固体 

マーガリの原料など 

 Ｃ１７Ｈ３３ＣＯＯＨ オレイン酸 二重結合１つ 

 Ｃ１７Ｈ３１ＣＯＯＨ リノール酸 二重結合２つ 

 Ｃ１７Ｈ２９ＣＯＯＨ リノレン酸 二重結合３つ 

 

（４）反応性（不飽和結合の多い油脂の性質） 
 

 ① 水素の付加 

    不飽和結合の多い油脂は、Ｎｉなどを触媒とし水素が付加し、無臭で固体状の 
    飽和脂肪酸になる。（硬化） 
      Ｈ Ｈ              Ｈ Ｈ 

Ｎｉ触媒       ｜ ｜              ｜ ｜ 

     －Ｃ＝Ｃ－ ＋ Ｈ２       －Ｃ－Ｃ－  

不飽和脂肪酸

（液体・悪臭） 

                       ｜ ｜ 

                       Ｈ Ｈ 
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 ② 酸化 

    不飽和結合の多い油脂は、空気中で酸化され、架橋構造を作り固化（膜状） 
    しやすい。 
                     －ＣＨ－ＣＨ－ 

  －ＣＨ＝ＣＨ－             ｜  ｜ 

          ＋ Ｏ２            Ｏ  Ｏ 

  －ＣＨ＝ＣＨ－             ｜  ｜ 

                     －ＣＨ－ＣＨ－ 

      ※ 架橋で分子量が大きくなり、膜状（固体）になる。これを乾性油という。 

 

（５）けん化価とヨウ素価 
 ① けん化価・・・・油脂（ １ｇ）を『けん化』するのに要するＫＯＨのｍｇ数 

 

けん化     -ＣＨ２ＯＣＯＲ１                      Ｒ１－ＣＯＯＫ 

    -ＣＨＯＣＯＲ２  ＋ ３ＫＯＨ      グリセリン ＋  Ｒ２－ＣＯＯＫ 

    -ＣＨ２ＯＣＯＲ３                      Ｒ３－ＣＯＯＫ 
 

                                 （セッケン） 

 

    油脂の分子量をＭ、けん化価をＳとすると、油脂１mol をけん化するのにＫＯＨ 
   が３mol 必要となる。 
      （ ＫＯＨ ＝ ５６ ） 

  Ｍ（ｇ） ： ３×５６×１０３（ｍｇ） ＝ １（ｇ） ： Ｓ 

     ※けん化価が大きいほど、油脂の分子量は小さい。 

         

 ② ヨウ素価・・・・油脂１００ｇに付加するヨウ素のｇ数 

    油脂１分子中の炭素原子間の二重結合の数をｎとし、ヨウ素価をＩとすると 
 

＋－CH2 ＝CH2 － －CH2 －CH2 －I2

I I

 
 
※ １個の二重結合に対してＩ２が１個必要  
  （二重結合の数ｎ＝ヨウ素の物質量） 
  （ 原子量 Ｉ＝１２７  Ｉ２＝２５４ ） 

  Ｍ（ｇ） ： ｎ × ２５４ｇ ＝ １００（ｇ） ： Ｉ 

     ※ヨウ素価が大きいほど、油脂中のＣ＝Ｃ結合が多くなり、 

      乾油性が強くなる。 
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６．芳香族炭化水素 
（１）ベンゼンの構造と芳香性 

1.40×10
cm

C

C

C

C

C

C

H

H

HH

HH

1.40×10
cm

1.10×10
cm

－8

略記号

－8

－8

120°

 

 芳香族化合物のうち、炭素と水素だけで 
構成されているものを芳香族炭化水素 
という。その代表がベンゼンである。 

 
 
原子はすべて同一平面上にあり、正
六角形をしている。分子中の二重結
合は特定の炭素原子間に固定され
ていない。 

 

  

 

 

                            ベンゼン（Ｃ６Ｈ６） 

 

  ① 芳香のある無色の液体。 

  ② 水素原子が他の原子または原子団と置換反応をしやすい。 

  ③ アセチレンを５００℃で加熱（３分子重合）で生成。 

 

（２）芳香族炭化水素の種類 
 

異性体 
 ・キシレン 
 ・エチルベンゼン

 CH3

 

C2H5CH＝CH2 

  
 

 
ナフタレン ベンゼン  スチレン エチルベンゼン 

トルエン  

 CH3

CH3

 

 

CH3

CH3

 

CH3

CH3

 

 

 

 

 

 o-キシレン 
m-キシレン  

p-キシレン 

昇華性・防虫剤 

 

     ｏ，ｍ，ｐ－異性体 

 

 

（３）おもな芳香族化合物の性質 
 

 ◆ニトロベンゼン ････ 特有の甘いにおいをもつ中性の淡黄色の液体 

 

 ◆フェノール類 ････ 塩化鉄(Ⅲ)水溶液により、特有の青紫～赤紫色を呈する 
            アルコールと同様の性質＋弱酸性 
 
 ◆アニリン ････ 無色油状の物質で弱塩基性を示す 
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（４）エーテル層と水層の分離法 
  芳香族化合物はエーテルなどの有機溶媒には溶け、水には溶けにくい。酸性または塩基性 

 の芳香族化合物は中和反応によりイオン化すると水に溶ける。 

 

 ① 塩基性物質 

 

NH2 ＋ HCl NH3
+

中和反応

【 エーテル層 】

＋ Cl-

【 水に溶ける 】
 

 

 

 

 ② 酸性物質 

 

COOH

＋ NaOH

COO-

中和反応

【 エーテル層 】

＋ Na+

【 水に溶ける 】

OH O-

 

 

 

 

 

 

 

 ③ 弱酸（弱塩基）の遊離反応 

   ※ カルボン酸とフェノールが共存しているときは、酸の強弱を利用して分離する。 

 強酸 ＞ カルボン酸 ＞ 炭酸 ＞ フェノール 
 

 

C O O H ＋ CO O
-

【 エ ー テ ル 層 】

＋ Na +

【 水 に 溶 け る 】
 

 

O H

N a HCO3

＋ N aHCO3

＋ H2 O ＋CO2
 

弱酸 の遊 離 

 

 

 

 

         

塩 

酸 

安息香酸ナトリウム

Ｃ６Ｈ５-ＣＯＯＮａ

炭酸水素ナトリウム

ＮａＨＣＯ３

ナトリウムフェノキ

シド 

Ｃ６Ｈ５－ＯＮａ 

塩酸 

ＨＣｌ 
安息香酸 Ｈ２Ｏ＋ＣＯ２ フェノール 

安息香酸 

Ｃ６Ｈ５－ＣＯＯＨ 
 Ｈ２Ｏ＋ＣＯ２ フェノール 

炭酸 

（Ｈ２Ｏ＋ＣＯ２） 
×  フェノール 

フェノール 

Ｃ６Ｈ５－ＯＨ 
× ×  

                     ※ 塩を構成する酸が遊離しない場合は×印 
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（５）芳香族化合物の分離法 
 

NO2

中 性

( エ ー テ ル 溶 液)

N H2 C O O H OH

塩基性 酸 性 酸 性

塩 酸 を加 え て よ く 振 る

( 水 層)

NO2 O HC O O HN H3 C l

( エ ー テ ル 溶 液)

NaHCO3を水溶液を
加えてよく振る

CO ON a

( 水層) ( エ ー テ ル 溶 液)

NO2 O H

NO2O N a

NaOH水溶液を

加えてよく振る

HCl水溶液

NaOH水溶液

HCl水溶液

NH2

C OO H

O H

さ
ら
し
粉

塩化鉄(Ⅲ)

2mol/l塩酸

8ml

よく振る

ジエチル
エーテル

ニトロベンゼン

アニリン

安息香酸

フェノール

分液
ろうと

水層

エーテル層

 パターン１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 パターン２ 

 

CH3

中性

( エ ー テ ル溶 液)

N H2 C O O H O H

塩 基性 酸性 酸性

( 水 層) ( エ ー テル 溶 液)

CO2とエーテルを

加えてよく振る

( 水 層) (エーテル溶液)

OH

NaOH水溶液を加えてよく振る

HClを
加えてよく振る

( 水 層) (エーテル溶液)

C O O N a

O H
O N a C H3 N H2

C O O N a

O H

OH C H3N H3 C l

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


